
知・情報・交流・くつろぎの拠点としての図書館
～滞在型の図書館を目指して～

基本データ
（数値は令和５年現在）

テーマ

取 組 概 要

取 組 詳 細

住所：和歌山県和歌山市
屏風丁17番地

人口
（図書館が所在する市町村）

34.9万人
職員数（うち有資格者数）

  65人（22人）
蔵書数 約51万冊

和歌山市民図書館（和歌山県和歌山市） URL：https://wakayama.civic-library.jp/

取組の成果と今後

令和2年6月5日に移転グランドオープンした和歌山市民図書館は、指定管理者が運営しており、指定管理者の自主
事業である、カフェ・書店等を併設し図書館への来館者の増加に取組んでいる。

＜指定管理者の自主事業による来館者の増加＞
■図書館とカフェ・書店の併設
図書館の1階に雑誌をメインとした書店を併設している。購入した

本だけではなく、購入前の本も１階の座席で閲覧することが可能で
ある。
また、１階にはカフェも併設しており、蓋付きの飲み物であれば、

持ち込んで図書館や書店の本を読むことも可能である。このような
取組で利用者が本に触れる機会を増やし、市民が図書館へ来館
するきっかけを提供している。

■書店エリアでの物品販売

まちの賑わいの拠点施設として、来館される方への地域の魅力
発信を目的に、地域の産業や文化を伝える地域物産コーナーを常
設し、地域事業者とのネットワークを築いている。地域事業者と連
携した物品販売を行うことで、図書資料の貸出だけではない利用
を目的とした来館者の増加にもつながっている。図書館へ訪れる
方に、いつ行っても何か新しい情報、知らなかったことに出会える
機会を提供することができ、地域事業者と来館者のつながりを生
みだしている。

和歌山市民図書館 新図書館基本構想で定められた市民図書館の基本理念「図書館がつな
ぐー『本と人』『人と人』『人とまち』－」と、その基本理念を達成するための図書館の役割である、
「知・情報・交流・くつろぎの拠点」を具体化するため、指定管理者の自主事業として、図書館の
1階にカフェ・書店等を併設し、図書館事業との調和とまちの賑わいを作り出す。

環境整備

来館者数

平成３０年度（移転前）：約
17万人
令和４年度（移転後）：約79
万人

カフェで飲み物を購入し
図書館を利用する学生が
多く、これまで利用が少な
かった10代の利用増加に
つなげている。

和歌山の上品質をコンセ
プトに、和歌山で作られた
特産品などを幅広く取り揃
え、和歌山の魅力に出会
えるきっかけとなっている。

(c)Nacasa＆Partners
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和歌山市民図書館１階カフェ・書店エリア

和歌山市民図書館１階物品販売エリア
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